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津波避難訓練
Rokkasho Rock Festival four!
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平成 24年度六ヶ所村当初予算
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別
れ
を
惜
し
み
、
学
び
や
を
巣
立
つ
　
村
内
の
小
中
高
で
涙
の
卒
業
式

　

村
内
の
小
中
高
で
３
月
、
卒
業
式
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
卒
業
生
は
小
中
高
合
わ
せ
て

２
２
６
人
。
卒
業
生
た
ち
は
、
恩
師
や

友
人
と
の
別
れ
を
惜
し
み
、
そ
し
て
学

び
や
か
ら
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

六
ヶ
所
高
校
で
は
１
日
、
柴
垣
博
孝

校
長
か
ら
卒
業
生
60
人
に
卒
業
証
書
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

柴
垣
校
長
は
式
辞
で
３
・
11
の
東
日

本
大
震
災
に
ふ
れ
「
人

と
人
と
の
結
び
つ
き
が

い
か
に
大
切
な
も
の
か

改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ

た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

職
場
や
地
域
な
ど
で
率

先
し
て
人
一
倍
働
き
、
人

の
役
に
た
ち
、
人
に
必

要
と
さ
れ
、
人
に
ほ
め

ら
れ
る
人
間
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
卒
業
生

を
激
励
。
在
校
生
を
代
表
し
て
２
年
の

中
村
慎
さ
ん
が
「
仲
間
と
の
絆
を
胸
に

抱
い
て
羽
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
」
と
述

べ
た
送
辞
に
対
し
、
卒
業
生
代
表
の
能

登
雄
大
さ
ん
が
「
困
難
に
直
面
し
て
も
、

ワ
ン
フ
ォ
ー
オ
ー
ル
、
オ
ー
ル
フ
ォ
ー

ワ
ン
の
精
神
で
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
、

先
生
方
、
在
校
生
、
家
族
皆
さ
ん
か
ら

い
た
だ
い
た
六
高
魂
を
忘
れ
ず
、
夢
に

向
か
っ
て
突
き
進
ん
で
い
く
」
と
涙
を

浮
か
べ
な
が
ら
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

第
二
中
学
校
で
は
８
日
、
19
人
の
卒

業
生
が
学
び
や
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　

塚
本
ゆ
か
り
校
長
は
「
君
た
ち
が
描

く
未
来
に
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ふ
る
さ
と
を
含
む
社
会
の
一
翼
を

担
う
人
に
必
ず
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
在
校
生
代
表
の
橋
本
涼
く
ん

は
、
部
活
動
や
学
校
行
事
で
卒
業
生
を

過
ご
し
た
日
々
に
ふ
れ「
皆

さ
ん
な
ら
自
分
の
力
で
夢

を
叶
え
て
い
っ
て
く
れ
る

と
信
じ
て
い
ま
す
」
と
送

辞
。
卒
業
生
の
中
村
翔
く

ん
が
「
い
ろ
い
ろ
な
行
事

を
一
緒
に
乗
り
越
え
て
き

た
思
い
出
は
、
僕
た
ち
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い

宝
物
」
と
在
校
生
に
感
謝

を
述
べ
ま
し
た
。

　

平
沼
小
学
校
（
鈴
木
浩
校
長
）
で
は

22
日
、
７
人
の
卒
業
生
が
巣
立
ち
ま
し

た
。

　

鈴
木
校
長
は
式
辞
で
、
卒
業
生
一
人

一
人
へ
激
励
の
言
葉
を
贈
り
「
あ
な
た

た
ち
に
は
無
限
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
目
標
は
高
く
も
ち
し
っ
か
り
と
努

力
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
、
卒
業
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
保
護
者
へ

の
感
謝
の
手
紙
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

1. 鈴木校長は式辞で、一人一人へ激励の言葉をおくった（平
沼小）　2. 卒業証書の授与で涙ぐむ卒業生（平沼小）　3.「い
ま　別れのとき　飛び立とう未来信じて」式歌『旅立ちの
日に』を歌う卒業生（第二中）　4. 担任の先生と固く握手

（六ヶ所高）　5. 在校生に見守られながら入場（平沼小）　
6. 卒業生 19 人に塚本校長から卒業証書が手渡された（第
二中）　7. 別れを惜しみ、恩師と握手を交わす（平沼小）

Graduations /平成 23年度卒業式

卒業証書を受け取る卒業生（六ヶ所高）

    保護者への感謝の手紙を読み上げる木村知之くん（平沼小）

別れのことばを述べる中村翔くん（第二中）

涙の校歌斉唱（六ヶ所高）

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.
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震度６弱
大津波想定し

避難訓練を実施

　
『
午
前
９
時
30
分
、
青
森
県
東
方
沖
を
震
源
と
す

る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の
地
震
が
発
生
、
村
で

震
度
６
弱
を
観
測
し
、
同
33
分
に
気
象
庁
か
ら
大
津

波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
』
と
想
定
し
た
津
波
避
難
訓

練
が
３
月
11
日
、
村
内
の
中
地
区
（
石
川
・
出
戸
・

尾
駮
地
区
〈
行
政
区
：
老
部
川
、
尾
駮
浜
、
尾
駮
、

野
附
〉）
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
は
地
震
発
生
を
受
け
役
場
に
災
害
対
策
本
部
を

設
置
。
９
時
33
分
の
大
津
波
警
報
発
令
後
す
ぐ
に
防
災

無
線
で
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、
住
民
へ
避
難
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。
避
難
指
示
は
、防
災
行
政
用
無
線
の
ほ
か
、

携
帯
電
話
へ
の
エ
リ
ア
メ
ー
ル
、
防
災
告
知
端
末
（
テ

レ
ビ
電
話
）、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

４
カ
所
の
避
難
所
（*

石
川
集
会
所
、
地
域
交
流

ホ
ー
ム
、
尾
駮
小
学
校
、
第
一
中
学
校
）
に
は
、
住

民
が
続
々
と
避
難
、
計
２
３
４
人
の
住
民
が
避
難
所

へ
集
ま
り
ま
し
た
。

　

災
害
対
策
本
部
で
は
、
避
難
所
へ
職
員
を
派
遣

し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
害
状
況
な
ど
を
調
査
す
る

な
ど
関
係
機
関
や
現
場
対
応
の
職
員
と
連
絡
を
取
り

合
い
、
情
報
収
集
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
３
回
に
わ

た
っ
て
本
部
会
議
を
開
き
そ
の
都
度
状
況
確
認
と
対

策
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
、
消
防
団
、
警
察
な
ど
関
係
機
関
の
ほ

か
、
泊
婦
人
協
力
隊
（
赤
石
幸
江
隊
長
）
や
六
ヶ
所

村
赤
十
字
奉
仕
団
（
澤
田
一
正
委
員
長
）
が
参
加
。

奉
仕
団
は
ア
ル
フ
ァ
米
を
使
っ
た
非
常
食
の
炊
き
出

し
に
協
力
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
後
に
発
足
し
た
自
主
防
災

組
織
『
出
戸
自
主
防
災
会
（
小
泉
陽
大
会
長
）』
が

住
民
へ
の
避
難
誘
導
や
炊
き
出
し
な
ど
実
践
的
な
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

　

津
波
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
は
平
成
22
年
９
月
に

泊
地
区
で
実
施
さ
れ
て
か
ら
２
回
目
。
24
年
度
は
平

沼
・
倉
内
な
ど
の
南
地
区
で
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

◎撮影協力　成田大介さん
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災害時に求められる地域力。
『自助』と『共助』が地域防災力を高める

大津波が甚大な被害をもたらした東日本大震災から１年。
村内の中地区で震度 6弱、大津波警報発令を想定した
津波避難訓練が行われました。
今回の訓練では、出戸自主防災会が同会主導の実践的な訓練
を初めて実施。災害時の各班の役割や対応を確認しました。

㊤村災害対策本部では津波の到来が予想さ
れる道路を確認。警察などと連携し、通行
止めなどの対策を指示した　㊦避難所で
は、保健師が高齢者などの問診を行った

＊石川集会所にはこの訓練に限り、特別に避難所を開設

村は 9時 30 分の地震発生を受け、役場分庁舎 3階会議
室に災害対策本部を設置。同 50 分に 1回目の本部会議
㊤を行い、被害状況と対策を話し合った
㊦災害時、出戸地区の避難所となる地域交流ホームへ
避難する住民たち。この日 74 人が避難した

今回の訓練では 74 人の住民が避難。思っていたより、多くの住民が訓
練に参加してくれました。昨年の災害を経験し、何かあったらすぐに避
難するという意識が身に付いた結果だと思います。
今回初めて自主防災会主導の避難訓練を実施しましたが、住民管理や避
難誘導、救護、給食などの班員が「自分が今何をやるべきか」というそ
れぞれの役割をきちんと確認できました。事務的な部分で細かい調整は
必要ですが、訓練自体はスムーズにできたと思います。
昨年の岩手や宮城のような津波がくれば、出戸地区の被害は甚大になり
ます。今後も定期的に訓練を実施していきたいと考えています。

　

出
戸
自
主
防
災
会（
小
泉
陽
大
会
長
）

は
結
成
後
初
と
な
る
、
同
会
主
導
の
実

践
的
な
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

避
難
指
示
後
、
同
会
の
住
民
管
理

班
、
給
食
給
水
班
や
避
難
所
施
設
班
は

す
ぐ
に
地
域
交
流
ホ
ー
ム
に
集
合
し
、

避
難
者
の
受
け
付
け
や
住
民
の
安
否
確

認
、
非
常
食
の
炊
き
出
し
に
取
り
か
か

り
ま
し
た
。
避
難
誘
導
班
の
班
員
た
ち

は
、
地
区
内
や
海
岸
付
近
を
見
回
り
住

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」

 

出
戸
自
主
防
災
会
が
初
の
実
践
訓
練
で
役
割
を
確
認

民
に
避
難
を
呼
び
か
け
、
救
護
班
は
足

を
骨
折
し
た
要
援
護
者
の
搬
送
訓
練
を

実
施
。
各
班
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
対

応
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

訓
練
に
参
加
し
た
久
保
田
ミ
ワ
さ
ん

と
鳥
谷
部
ト
モ
コ
さ
ん
は
「
震
災
後
は

サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
ら
す
ぐ
に
避
難
し

よ
う
と
心
が
け
て
い
る
。
訓
練
は
こ
れ

か
ら
も
必
要
だ
し
定
期
的
に
参
加
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

出戸自主防災会
小泉陽大会長

沿岸の出戸地区は、特に津波に注意
今後も定期的に訓練を実施していく

㊤避難所への避難名簿を作成する住民管理班の班員たち　㊨避難住民用の非常食の炊き出
しをする給食給水班　㊧足を骨折した住民がいると想定し住民の搬送訓練も実施。自宅か
らの避難所まで搬送し、保健師のアドバイスを受けながら到着後のケアを行った

　出戸自主防災会は平成 23 年 4 月３日に結成されま
した。同会は出戸自治会の会員によって構成される『地
域住民による地域のための組織』。本村には現在、４つ
の自主防災組織があります。
　自主防災組織とは、地域住民が自分たちの地域は自
分たちで守るという自覚、連帯感に基づき、町内会な
どを中心に自主的に結成する組織。災害時に防災機関
などが被害を受けたとき、地域住民が相互に助け合い、
人命救助などの初期対応を行うことで、被害を少なく
抑えることができます。

　大規模災害時に被害の拡大を防ぐためには、国や県、
市町村だけの対応（公助）だけでは限界があり、自分
の身を自分の努力によって守る（自助）と地域や近隣
の人々が互いに協力し防災活動に取り組むこと（共助）
が必要。自主防災組織は、この共助の中核をなす組織
となります。自助、共助の体制づくりと、支え合う関
係づくり。それがいざというときの地域の防災力とな
るのです。
　青森県の自主防災組織の組織率は 30.7％で全国 46
位。その中でも、六ヶ所村の組織率は県平均にも届い
ていません。
　村では、今後も防災活動の研修会を行うなど、自主
防災組織の必要性を呼びかけていきます。

Pick 
Up

Topics
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六ヶ所トピックスRokkasho Topics

子どもたちの喜ぶ顔嬉しい
建設業有志が尾駮保で除雪ボランティア

　六ヶ所村の建設業の有志が 2月 25日、尾駮保育所で除雪ボ
ランティアを実施しました。
　ボランティアには、㈱大本組、清水建設㈱、附田建設㈱、㈱
高田工業、㈱岡山建設、㈱鳥山土木工業、附田・高田・岡山特
定建設工事共同企業体の 7業者 55人が参加。ショベルが入れ
ない保育所の敷地内の雪片づけや屋根の雪降ろしを約３時間か
けて行いました。片づけた雪は園庭に集め、子どもたちの雪遊
び用の雪山を作りました。ボランティアに参加した附田建設㈱
の小泉広治さんは「雪の多さは予想以上だった。でも、子ども
たちの喜ぶ顔が見れて嬉しい」と話し、尾駮保育所の橋本美子
所長は「今年は例年以上の積雪でとても困っていた。ボランティ
アの皆さんに本当に感謝している」と話していました。屋根の雪降ろしや除雪をするボランティアの皆さん

社会人のマナー身につけよう
六高生がろっかぽっかでテーブルマナー

　六ヶ所高校の３年生の生徒（=当時）が 2月 16 日、スパハ
ウスろっかぽっかでテーブルマナーを学びました。
　卒業生が社会に出る前に、食事の基本マナーを身につけてほ
しいと開催されているテーブルマナー講座。今回はろっかぽっ
かで初めての開催となりました。
　ろっかぽっかサービススタッフの小山内英幸さんが講師とな
り、ナイフやフォークはもちろん、ナプキンの使い方など洋食
の一連のマナーを講義しました。生徒たちの大半は初めてのフ
ルコース料理と作法に緊張ぎみでしたが、だんだんと慣れ会話
も弾む楽しいテーブルマナー教室となりました。
　生徒たちは「知っているようで知らなかった洋食のマナー。
身についてよかった」などと話していました。講師の話を真剣に聞く生徒たち

ジャム瓶で電球作り
千歳平小と尾駮小で東北大出前授業

　東北大学出前授業が２月 28日、千歳平小学校（蛯名俊一校
長、児童 80人）と尾駮小学校（中村公允校長、児童 219人）の、
６年生を対象に行われました。
　千歳平小では、８人の児童がジャム瓶電球の実験に挑戦。同
大大学院の藤原充啓助教が瓶のふたにクリップ付配線をし、
シャープペンシルの芯を発光部分として電池で電気を流す手順
を説明。児童たちは、芯を細く削る作業に苦戦しながらも真剣
に取り組んでいました。戸田由也くんは「身近なもので電球が
作れることに驚いた。実験に興味がもてた」と話していました。
　出前授業は、六ヶ所ロータリークラブ（赤石薫会長）が村内
の学校教育支援活動の一環として主催し、今年で６年目。種市
治雄社会奉仕委員長は「児童たちには実験を通じて大学に興味
を持ってほしい」と意欲的に話していました。

東北大の院生から説明を受ける児童たち（千歳平小）

『六ちゃん』が本格始動
核融合研でスパコンの運用開始式

　国際核融合エネルギー研究センターで 3月 19 日、国際熱核
融合実験炉（ITER) の関連研究（BA：幅広いアプローチ）で使
用するスーパーコンピュータの運用開始式が行われました。
　式には、研究を進める日本原子力研究開発機構や ITER関係者、
村関係者など約100人が出席。古川村長はあいさつで「素晴ら
しい研究成果が世界に発信されることを願っている」と述べま
した。また、開始式の席上で新たに決まったスパコンの愛称『六
ちゃん』も披露されました。名付け親となった千歳中3年（=当時）
の沼端未久さんは「″六″は六ヶ所村の六。スーパーコンピュー
タと共に、村の名前も世界に広がってほしい」と話していました。
　スパコンは世界第4位の演算能力をもち、本格稼働する4月
末には１秒あたり1300兆回の計算速度が可能となります。スパコンの愛称は、沼端さん（中央）の「六ちゃん」

「いつまでも長生きしてね」
泊保園児が『貴宝園』で歌や踊り披露

「未来に飛躍繁栄あれ」
笹崎地区で開墾 100 周年祝う

　明治末期の開墾から100周年を迎えた笹崎地区で3月25日、
開墾 100 周年記念碑除幕式と祝賀会が開かれました。
　笹崎集会所で行われた神事と除幕式には、地区住民や地区出
身者など約 110 人が出席。村や笹崎自治会の関係者が『未来
に飛躍繁栄あれ』と刻まれた記念碑の除幕を行いました。
　酪農会館で開かれた祝賀会では、古川健治村長が「笹崎地区
の皆さんは、歴史的変動の時代を切り開き、多彩な文化と伝統
を育んできた。ここには、日本人の暮らしの原点がある」と祝
辞。地区の特別功労者などに感謝状が贈られました。
　笹崎地区には、明治末期から大正の初めにかけて、甲地村（現
在の東北町）、天間林村（現在の七戸町）と村内から軍馬の管
理のために４戸が入植。最盛期には 19 戸あった世帯も現在は
13 戸となりました。

入所者にカードを渡す園児たち

玉ぐしを捧げ、柏
かしわで

手を打つ中村勝教笹崎自治会長

　泊保育所の『すみれ組』の 4 歳児園児 15 人が 3 月 21 日、
特別養護老人ホーム『貴宝園』で同園の入所者へ歌や踊りを披
露しました。
　園児たちは入所者の前で大型絵本『はらぺこあおむし』や歌、
踊りなどを元気いっぱいに披露。入所者たちは、その愛らしい踊
りに目を細め、盛んに拍手を送っていました。また園児たちは「い
つまでも長生きしてね」とメッセージを書いたカードを一人ずつ
にプレゼント。入所者と握手を交わすなど、ふれあいを楽しんで
いました。同園担当者の服部里美さんは「入所者の皆さんはとて
も喜んでいた。子どもたちにはまたぜひ来てほしい」と話してい
ました。今回の慰問は、園児たちに地域の高齢者との交流を通して、
身近な人に感謝の気持ちをもってもらおうと実施されました。
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③
誰
も
が
豊
か
に
暮
ら
せ
る
健
康
づ
く
り

④
災
害
の
憂
い
を
な
く
す
安
全
づ
く
り

⑤
大
切
な
自
然
を
守
る
環
境
づ
く
り

⑥
快
適
な
暮
ら
し
を
創
る
都
市
づ
く
り

⑦
時
代
に
対
応
し
た
行
政
組
織
づ
く
り

　

こ
れ
ら
７
項
目
の
施
策
に
沿
っ
た
予

算
は
「
❸
重
点
施
策
別
の
主
な
事
業
」

（
10
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

当
初
予
算
と
は
村
の
１
年
間
の
収
入

（
歳
入
）と
支
出（
歳
出
）の
計
画
で
す
。

24
年
度
の
１
年
間
に
ど
の
く
ら
い
の
収

入
が
見
込
め
（
歳
入
）、
何
に
い
く
ら

使
う
の
か
（
歳
出
）
は
上
表
（
❶
歳
入
、

❷
歳
出
）
の
と
お
り
で
す
。

　
「
❹
一
人
あ
た
り
の
予
算
」（
11
ペ
ー

ジ
）
で
は
、
一
般
会
計
予
算
の
使
い
み

ち
を
議
会
費
・
総
務
費
な
ど
の
目
的
別

に
一
人
あ
た
り
に
使
わ
れ
る
金
額
に
置

き
換
え
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い

ま
す
。

*

村
の
会
計
に
は
、
次
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

■
一
般
会
計
：
行
政
運
営
の
基
本
的
な
経
費

を
計
上
し
た
会
計

■
特
別
会
計
：
特
定
の
歳
入
を
特
定
の
歳
出

に
充
て
る
な
ど
、
一
般
会
計
と
区
別
し
て
経

理
す
る
必
要
が
あ
る
会
計
（
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
な
ど
）

■
企
業
会
計
：
民
間
企
業
の
よ
う
に
利
用
料

金
な
ど
の
収
益
で
運
営
し
て
い
る
会
計

村
の
基
本
的
な
経
費

一
般
会
計
の
歳
入
と
歳
出

　

平
成
24
年
度
六
ヶ
所
村
当
初
予
算
が

３
月
12
日
、
村
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

24
年
度
の
村
の
一
般
会
計
は
昨
年
度

よ
り
６
千
万
円
（
前
年
度
比
０
・
５
％
）

減
の
１
３
０
億
２
千
万
円
。
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
な
ど
の
７
特
別
会
計
の

合
計
は
33
億
６
４
６
９
万
８
千
円
（
前

年
度
比
マ
イ
ナ
ス
約
８
％
）、
水
道
事

業
会
計
な
ど
の
３
企
業
会
計
は
合
計

で
17
億
１
０
８
万
３
千
円
（
前
年
度

比
プ
ラ
ス
３
・
６
％
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。（「
❺
一
般
・
特
別
・
企
業
会
計
別
」

〈
11
ペ
ー
ジ
〉
参
照
）

　

24
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
自
然
が
彩

る
豊
か
な
未
来
を
拓
く
「
躍
進
・
発
展

の
ま
ち
」
を
将
来
像
と
す
る
第
３
次

六
ヶ
所
村
総
合
振
興
計
画
を
核
に
据

え
、そ
の
具
体
的
な
推
進
に
向
け
た『
豊

か
で
活
力
あ
る
村
づ
く
り　

教
育
・
福

祉
と
防
災
充
実
予
算
』
に
し
ま
し
た
。

主
な
事
業
に
、
倉
内
・
平
沼
小
学
校
統

合
整
備
事
業
、（
仮
称
）
総
合
医
療
福

祉
施
設
整
備
事
業
、
非
常
用
発
電
機
整

備
事
業
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

財
政
基
盤
の
確
立
と
、
公
正
で
透
明

性
の
高
い
行
政
運
営
を
基
本
に
し
た
、

同
計
画
の
７
つ
の
重
点
施
策
に
沿
っ
た

予
算
編
成
で
す
。

【
７
つ
の
重
点
施
策
】

①
夢
と
活
力
の
あ
る
産
業
づ
く
り

②
個
性
あ
ふ
れ
る
人
・
文
化
づ
く
り

１　

歳
入

２　

歳
出

３　

重
点
施
策
別
の
主
な
事
業

４　

一
人
あ
た
り
の
予
算

５　

一
般
・
特
別
・
企
業
会
計
別

単位：百万円

歳　入
24 年度 23 年度 年度比較

自  

主  

財  

源

村税 6,858 6,653 205

繰入金 478 804 △ 326

諸収入 340 325 15

その他（自主） 293 1,193 △ 900

依  

存  

財  

源

国庫支出金 3,059 2,846 213

県支出金 1,151 543 608

村債 603 469 134

その他（依存） 238 247 △ 9

歳入合計 13,020 13,080 △ 60

○用語解説
■村税　皆さんが納める税金や会社の法人税など
■繰入金　各種基金などから一般会計へ繰り入れるお金
■諸収入　預金利子や村が融資した貸付金の返済金など
■その他（自主）　公共施設の使用料、繰越金や分担金、負担
金など
■国庫支出金　事業を行うための国からの負担金・補助金など
■県支出金　事業を行うための県からの負担金・補助金など
■村債　事業を行うために借り入れたお金
■その他（依存）　地方交付税、地方譲与税、各種交付金など

　「義務的経費」とは支出が義務付けられ任意に削減
ができない経費、「任意的経費」とは村が任意に支出
でき、また村の意思によって削減できる経費です。

「義務的経費」「任意的経費」別。
23 年度との比較で表しています

　「自主財源」とは、地方税をはじめ村が自主的に収
入できるお金であり、「依存財源」とは国や県から交
付されるお金や借金（村債）によってまかなったり
するお金です。

「自主財源」「依存財源」別。
23 年度との比較で表しています

○用語解説
■人件費　職員の給与や議会議員などの報酬など
■扶助費　法令に基づいて被扶助者に支給される経費　子ども
手当や医療扶助など
■公債費　事業を行うために借り入れたお金の償還金
■物件費　消耗品、臨時職員賃金や業務委託料など
■補助金など　各種団体等への補助金など
■繰出金　一般会計から特別会計等へ繰り出すお金
■積立金　各種基金へ積み立てるお金
■普通建設事業費　道路の整備や公共施設などの建設に要する
お金
■その他　維持補修費、投資、出資、貸付金など

歳　出（性質別）
24 年度 23 年度 年度比較

義
務
的
経
費

人件費 1,749 1,813 △ 64

扶助費 519 539 △ 20

公債費 429 451 △ 22

任   

意   

的   

経   

費

物件費 2,075 2,321 △ 246

補助金など 2,150 2,296 △ 146

繰出金 1,270 1,526 △ 256

積立金 499 1,077 △ 578

普通建設事業費 4,063 2,768 1,295

その他 266 289 △ 23

歳出合計 13,020 13,080 △ 60

単位：百万円

平成 24 年度六ヶ所村当初予算
130億 2,000万円（前年度比－0.5％）

24 年度の村の予算と使いみちをお知らせします。

１　

歳
入

２　

歳
出

３　

重
点
施
策
別
の
主
な
事
業

４　

一
人
あ
た
り
の
予
算

５　

一
般
・
特
別
・
企
業
会
計
別

歳入
❶

歳出
❷
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１　

歳
入

２　

歳
出

３　

重
点
施
策
別
の
主
な
事
業

４　

一
人
あ
た
り
の
予
算

５　

一
般
・
特
別
・
企
業
会
計
別

１　

歳
入

２　

歳
出

３　

重
点
施
策
別
の
主
な
事
業

４　

一
人
あ
た
り
の
予
算

５　

一
般
・
特
別
・
企
業
会
計
別

企
業
会
計

　 一 般 会 計 歳 出 予 算 130 億 2 千 万 円 を 村 の 人 口
11,183 人（24 年 2 月 29 日現在）で割り、一人あた
りの金額を算出しています。
　24 年度に、村民一人あたりに使われる金額は
116 万 4 千円です。
　下記円グラフの費目別に、一人あたりの予
算と全体の予算〈（　）内〉を掲載してい
ます。

一般会計と、特別会計・企業会計との比較は？

会　計　名 24 年度当初予算額 23 年度当初予算額 年度比較
一　般　会　計 130 億 2 千万円 130 億 8,000 万円 △ 6,000 万円

特　
別　
会　
計

国民健康保険特別会計（事業勘定） 12 億 7,687 万円 12 億 6,157 万 6 千円 1,529 万 4 万円
後期高齢者医療特別会計 5,857 万円 5,878 万 3 千円 △ 21 万 3 千円
国民健康保険特別会計（尾駮施設勘定） 6 億 5,522 万 9 千円 6 億 5,505 万 4 千円 17 万 5 千円
国民健康保険特別会計（千歳平施設勘定） 1 億 582 万 8 千円 8,864 万 4 千円 1,718 万 4 千円
介護保険特別会計（保険事業勘定） 9 億 110 万 8 千円 8 億 9,548 万 3 千円 5,625 万円
定住促進特別会計 2,520 万 1 千円 2,520 万 2 千円 △ 1 千円
土地区画整理特別会計 3 億 4,189 万 2 千円 6 億 6,922 万 3 千円 △ 3 億 2,733 万 1 千円
水道事業会計 4 億 7,881 万 9 千円 3 億 6,135 万 4 千円 1 億 1,746 万 5 千円
農業集落排水事業会計 1 億 1,454 万 5 千円 1 億 1,631 万 7 千円 △ 1,772 万円
下水道事業会計 11 億 771 万 9 千円 11 億 6,427 万円 △ 5,655 万 1 千円

合　計 180 億 8,578 万 1 千円 183 億 7,590 万 6 千円 △ 2 億 9,012 万 5 千円

企
業
会
計

村が掲げる総合振
興計画の７つの

重点施策別の
主な事業は？

24
年
度
当
初
予
算

24
年
度
当
初
予
算

重点施策別の主な事業
❸

一人一人に、お金

がどのくらい使わ

れているの？

一人あたりの予算
❹

一般・特別・企業会計別
❺

六ヶ所村酪農振興センター事業� 4,467 万円
農道整備事業� 3,778 万円
長芋洗浄選別・貯蔵施設整備事業� 1 億 5,793 万円
農地・水環境保全向上対策事業� 861 万円
漁業振興対策助成事業� 2 億 3,706 万円
消費拡大助成補助金事業� 650 万円

重点施策　1
地域の自立を支える
多様な産業の振興と立地による
夢と活力ある産業づくり

重点施策　2
地域の個性を守り育てる
文化と人材育成による
個性あふれる人・文化づくり

倉内・平沼小学校統合整備事業� 14 億 8,039 万円
中央公民館改修事業� 1 億 722 万円
小・中学生海外体験学習事業� 2,542 万円
村営学習塾運営事業� 2,634 万円
小中学校非常勤職員配置事業� 2,318 万円
尾駮保育所改築整備事業� 4,773 万円

重点施策　3
住民の暮らしと健康を守る
福祉と医療の提供に
誰もが豊かに暮らせる健康づくり

（仮称）総合医療福祉施設整備事業� 9 億 7,759 万円
障害者自立支援給付費事業� 1 億 8,891 万円
保健衛生事業� 8,921 万円
各種予防接種事業� 4,011 万円
乳幼児医療費給付事業� 2,442 万円
新生児家庭支援補助金� 870 万円

重点施策　4
地域の安全を守る
防災・消防、防犯体制の強化と充実による
災害の憂いをなくす安全づくり

防犯灯設置事業� 452 万円
非常用発電機整備事業� 1 億 8,126 万円
水道施設発電機設置事業� 5,839 万円
防災無線設置事業� 595 万円
北部上北広域事務組合負担金（消防）� 5 億 9,671 万円

重点施策　5
持続的な地域社会を構築する
生活・産業と環境の共生による
大切な自然を守る環境づくり

家庭ごみ収集運搬業務委託� 8,797 万円
河川維持事業� 9,450 万円
農業環境保全対策助成金� 3,502 万円
し尿運搬業務委託� 1,782 万円

重点施策　6
地域社会の未来を拓

ひ ら

き創る
都市基盤の充実を都市開発による
快適な暮らしを創る都市づくり

地域情報基盤運営事業� 4,410 万円
平沼高瀬川線改良整備事業� 1 億 3485 万円
千歳平 1号・2号幹線改良整備事業� 1 億 4,579 万円
尾駮レイクタウン北社会資本整備総合事業
� 2 億 8,692 万円
南部処理区整備事業� 3 億 3,451 万円

重点施策　7
分権型社会に対応できる
行財政運営の推進による
時代に対応した行政組織づくり

指定管理業務委託� 3 億 4,998 万円
システム開発および保守委託� 5,777 万円
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各国料理の食べ歩き、ステージ楽しむ
ｎｏ .1

六ヶ所村異文化交流フェア 2012

青森県後期高齢者保険料について
平成 24・25 年度の保険料率は変わりません

農・海産物パウダー、料理にいかが。
村商工会地産地消の取り組み進む

　

六
ヶ
所
村
異
文
化
交
流
フ
ェ
ア

２
０
１
２
が
２
月
26
日
、
文
化
交
流

プ
ラ
ザ
「
ス
ワ
ニ
ー
」
で
開
か
れ
、

４
５
０
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　

今
年
は
12
カ
国
・
１
団
体
が
参
加
。

北
・
中
南
米
、ア
ジ
ア
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
ま
で
世
界
各
国
の
趣
向
を
凝
ら

し
た
ブ
ー
ス
が
並
び
ま
し
た
。
ブ
ー

ス
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
自
慢
の

料
理
が
並
び
、
参
加
者
は
ブ
ー
ス
ご

と
の
食
べ
歩
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

会
場
で
は
、
韓
国
、
イ
ン
ド
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
や
中
国
の
民
族
衣
装
が

試
着
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
来

場
者
た
ち
は
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
や
サ

リ
ー
を
着
て
写
真
を
撮
る
な
ど
、
に

助成額

世帯の所得額の合計 軽減割合

33万円以下かつ被保険者全員の年金収入が年額
80万円以下（その他の各種所得がない） ９割

33 万円以下の人 ８．５割

33万円＋｛24万５千円×被保険者の数（被保険者
である世帯主を除く）｝以下 ５割

33万円＋（35万円×被保険者の数）以下 ２割

　

平
成
24
・
25
年
度
の
青
森
県
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
率
は
こ
れ
ま

で
と
変
わ
ら
ず
、
均
等
割
額
４
０
，

５
１
４
円
、
所
得
割
率
７
．
41
％
と

な
り
ま
す
。

　

24
年
度
の
保
険
料
賦
課
限
度
額

は
、
55
万
円
と
な
り
ま
す
。

○
保
険
料
の
決
ま
り
方
に
つ
い
て

　

均
等
割
額
〔
被
保
険
者
全
員
が
納

め
る
額
〕（
４
０
，
５
１
４
円
）
＋

所
得
割
額
〔
所
得
に
応
じ
て
納
め
る

額
〕｛（
前
年
の
総
所
得
金
額
等
―

33
万
円
）
×
７
．
41
％
｝
＝
保
険
料

（
限
度
額
55
万
円
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
軽
減

措
置
に
つ
い
て

　

保
険
料
の
軽
減
措
置
は
、
24
年
度

も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

■
均
等
割
額
の
軽
減

　

被
保
険
者
と
そ
の
世
帯
の
世
帯
主

の
所
得
を
合
わ
せ
た
世
帯
の
合
計
所

得
で
判
定
し
ま
す
。

■
所
得
割
額
の
軽
減

　

所
得
が
58
万
円
以
下
の
人
は
、
所

得
割
額
が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

■
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た

人
の
軽
減

　

均
等
割
額
が
９
割
軽
減
さ
れ
、
所

得
割
額
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
被
用
者
保
険
と
は
、
全
国
健
康
保
険

協
会
管
掌
健
康
保
険
、
船
員
保
険
、
健

康
保
険
組
合
、
共
済
組
合
な
ど
で
す

○
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
納
付

書
で
支
払
う
人
に
は
、
便
利
で
確
実

な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
て
い
ま

す
。

○
１
年
に
１
回
、
健
康
診
査
を
受
け

ら
れ
ま
す

　

健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
、
健
康

診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
（
生
活
習
慣

病
で
服
薬
治
療
中
の
人
で
も
受
診
で

き
ま
す
）。

　

自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
が

ん
検
診
な
ど
と
併
せ
て
受
診
す
る
際

は
、
費
用
が
別
途
か
か
る
場
合
も
あ

り
ま
す
）

問
健
康
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
４
３
）

青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
１
７
（
７
２
１
）
３
８
２
１

ｎｏ .2

ｎｏ .3

ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル

ダ
ン
ス
（
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
）
教
室
の

生
徒
た
ち
が
艶
や
か
な
衣
装
で
フ
ェ

ア
に
華
を
添
え
、
英
会
話
、
韓
国
語

教
室
の
生
徒
た
ち
が
ダ
ン
ス
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
の
大
ト
リ
は
毎
年
恒
例

と
な
っ
た
外
国
人
の
コ
メ
デ
ィ
劇

『
水
戸
黄
門
』。
水
戸
黄
門
（
マ
イ
ク

さ
ん
：
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
や
助
さ
ん
（
ム

ケ
シ
ュ
さ
ん
）、
格
さ
ん
（
ミ
シ
ェ

ル
さ
ん
）
な
ど
主
要

キ
ャ
ス
ト
の
ほ
か
、

欲
深
屋
（
襄
陽
郡
派

遣
職
員
）
や
悪
右
衛

門
（
ト
マ
ス
さ
ん
：

Ａ
Ｌ
Ｔ
）
な
ど
の
悪

役
も
登
場
、
２
週
間

前
か
ら
練
習
を
積
ん

だ
成
果
で
時
代
劇
の

セ
リ
フ
や
見
事
な
立

ち
回
り
を
見
せ
、
ま

た
コ
ミ
カ
ル
な
演
技
で
会
場
を
沸
か

せ
て
い
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ア
の
終
盤
に
は
、
来
場
者

の
投
票
に
よ
る
Ｍ
Ｖ
Ｂ
（M

ost 
Valuable Boose

）と
Ｍ
Ｖ
Ｐ（M

ost 
Valuable Perform

ance

）
の
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。Ｍ
Ｖ
Ｂ
は
、ブ
ー

ス
の
展
示
と
韓
国
の
り
巻
き
な
ど
が

好
評
だ
っ
た
韓
国
が
、
Ｍ
Ｖ
Ｐ
は

『
チ
ャ
チ
ャ
・
ス
ラ
イ
ド
』
の
ダ
ン

ス
を
披
露
し
た
英
会
話
教
室
の
生
徒

た
ち
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

六
ヶ
所
村
商
工
会
（
上
長
根
浅
吉

会
長
）
は
２
月
28
日
、
村
特
産
の

農
・
海
産
物
で
作
っ
た
６
種
類
の
パ

ウ
ダ
ー
を
使
っ
た
料
理
の
試
食
会
を

開
き
ま
し
た
。

　

試
食
会
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
、
ご
ぼ

う
の
パ
ウ
ダ
ー
を
使
っ
た
パ
ス
タ
や

菊
い
も
の
ス
コ
ー
ン
、
に
ん
じ
ん
の

ス
イ
ー
ツ
な
ど
が
並
び
、
関
係
者
は

味
や
風
味
、
色
な
ど
を
審
査
。
製
品

化
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
し

た
。
村
商
工
会
は
こ
の
パ
ウ
ダ
ー
を

製
品
化
し
、
村
内
外
に
村
の
野
菜
や

海
産
物
を
普
及
さ
せ
た
い
と
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

地
産
地
消
の
取
り
組
み
を
進
め
る

の
は
、
村
商
工
会
産
業
振
興
部
会
。

昨
年
８
月
に
は
同
部
会
を
母
体
と
す

る
地
産
地
消
推
進
委
員
会
（
種
市
治

雄
委
員
長
）
が
発
足
し
、
各
種
地
産

地
消
推
進
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
昨
年
村
内
各
地
で
実
施
さ
れ
た

朝
市
も
同
部
会
の
取
り
組
み
の
一
つ
。

予
想
以
上
の
客
足
の
多
さ
に
、
24
年

度
の
開
催
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

試
食
会
に
先
が
け
て
、
２
月
10
日

に
は
村
の
女
性
団
体
向
け
に
パ
ウ

ダ
ー
を
使
っ
た
料
理
講
習
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
に
は
「
に
ん
じ
ん
の

色
が
き
れ
い
」「
ご
ぼ
う
の
風
味
が

意
外
に
お
菓
子
に
合
う
」
な
ど
と
好

評
。
講
師
の
白
戸
啓
子
さ
ん
は
「
今

は
自
然
食
材
を
使
っ
た
お
菓
子
ブ
ー

ム
。
菊
い
も
は
糖
尿
病
に
効
能
が
あ

る
し
、
六
ヶ
所
に
は
い
い
食
材
が
た

く
さ
ん
あ
る
。
ど
ん
ど
ん
Ｐ
Ｒ
す
べ

き
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

水戸黄門のキャストになりきる出演者たち
（写真提供：クリストフ ･ベルマーレさん）

1_パスタやスイーツなどが並んだ試食会で味の審査をする村商工会関係
者　2_農・海産物の6種類のパウダー。（左奥から時計回りに）にんじん、
長いも、真昆布、ほうれん草、ごぼう、菊いも。70~80度の高温で乾燥
させ製粉するため、風味がほどよく残っている　3_女性団体向けのパウ
ダーを使った料理講習会。参加者たちは「野菜が嫌いな子どもでも食べ
られる」などとパウダーを活用した料理のアイデアを出し合っていた

各国のブースには、自慢の料理が並んだ（1_インドネシア　2_イタリア）
3_親子連れなど多くの来場者が料理の試食を楽しんだ　4_おぎん（中央）役のヴァ
レリーさんや悪役が見事な立ち回りを披露（外国人による劇『水戸黄門』）　5_ 韓
国語教室の生徒たちは韓国アイドルグループ『ティアラ』のダンスを披露

1

2

34

5

1

2 3
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毎
年
４
月
は
、
新
入
学

（
園
）
児
が
慣
れ
な
い
通
学

路
を
通
い
は
じ
め
る
な
ど
、

子
ど
も
が
被
害
に
遭
う
交
通

事
故
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。

　

子
ど
も
は
、
目
の
前
の

こ
と
に
夢
中
に
な
る
余
り
、

走
っ
て
い
る
自
動
車
な
ど
の

直
前
に
飛
び
出
し
た
り
、
周

囲
の
安
全
確
認
が
お
ろ
そ
か

に
な
る
な
ど
、
交
通
事
故
に

遭
う
危
険
性
が
高
い
た
め
、

私
た
ち
大
人
が
、
子
ど
も
た

ち
を
守
っ
て
あ
げ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
は
私
た
ち
大
人
の

背
中
を
見
て
成
長
し
ま
す
。

私
た
ち
大
人
が
正
し
い
交
通

ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
を
実

践
し
、
子
ど
も
た
ち
に
模
範

を
示
し
ま
し
ょ
う
。

■
新
入
学
（
園
）
児
の
家
族

の
皆
さ
ん
へ

①
子
ど
も
と
一
緒
に
通
学
路

を
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う

　

入
学
（
園
）
前
に
子
ど
も

と
一
緒
に
通
学
路
を
歩
き
、

道
路
の
正
し
い
歩
き
方
、
横

断
の
仕
方
、
信
号
機
の
見
方

な
ど
を
子
ど
も
の
目
の
高
さ

で
手
本
を
示
し
な
が
ら
、
具

体
的
に
教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。

② 「
止
ま
る
・
見
る
・
待
つ
」

を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う

　

子
ど
も
は
直
感
的
、
感
覚

的
に
行
動
し
て
し
ま
い
ま

す
。
安
全
な
横
断
の
基
本
は

「
止
ま
る
・
見
る
・
待
つ
」

で
す
。

　

身
に
つ
く
ま
で
何
度
で
も

教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

③
青
信
号
は
「
安
全
」
で
は

あ
り
ま
せ
ん

　

子
ど
も
は
「
青
信
号
は
安

全
だ
」
と
思
い
込
む
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
信
号
が
青
で
も

右
左
折
車
な
ど
が
来
る
こ
と

を
理
解
さ
せ
、
常
に
左
右
の

安
全
確
認
を
す
る
よ
う
に
指

導
し
ま
し
ょ
う
。

④
余
裕
を
も
っ
て
送
り
出
し

て
あ
げ
ま
し
ょ
う

　

忘
れ
物
を
し
た
り
、
出
が

け
に
怒
ら
れ
た
り
す
る
と
、

子
ど
も
は
そ
の
こ
と
で
頭
が

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま

い
、
周
り
へ
の
注
意
が
足
り

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

　

時
間
と
気
持
ち
に
余
裕
を

も
っ
て
「
気
を
付
け
て
行
っ

て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
一
声
か

け
て
送
り
出
し
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

⑤
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

　

学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所

（
園
）
や
公
園
な
ど
、
子
ど

も
の
通
行
が
予
想
さ
れ
る
場

所
の
近
く
や
、
道
路
を
歩
い

て
い
る
子
ど
も
を
見
か
け
た

と
き
に
は
、
減
速
・
徐
行
し

て
子
ど
も
の
動
き
に
注
意
し

て
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

学
年
末
か
ら
新
学
期
に
か

け
て
の
時
期
は
、
生
活
環
境

の
変
化
に
伴
い
、
子
ど
も
た

ち
の
気
持
ち
は
期
待
と
不
安

で
揺
れ
動
き
ま
す
。

　

夜
間
の
出
歩
き
、
飲
酒
、

喫
煙
な
ど
の
誘
惑
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
に
、
家
庭
に

お
い
て
は
、
親
子
の
ふ
れ
あ

い
の
機
会
を
も
ち
、
善
悪
の

区
別
や
社
会
の
ル
ー
ル
を
守

る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
親

が
し
っ
か
り
と
し
た
し
つ
け

を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

日
頃
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
行

動
に
関
心
を
も
ち
、
対
話
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
た
ち
に
「
し
て
は

い
け
な
い
こ
と
」「
罪
に
な

る
こ
と
」
を
教
え
る
の
は
大

人
の
役
割
で
す
。
地
域
み
ん

な
の
力
で
地
域
の
子
ど
も
た

ち
に
目
を
向
け
、
非
行
の
防

止
と
犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

違
法
・
有
害
情
報
か
ら
子
ど

も
を
守
る
た
め
に
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
の
活
用
を
！

　

新
入
学
を
機
に
、
携
帯
電

話
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
が
増

え
ま
す
が
、
携
帯
電
話
の
利

用
に
際
し
て
は
、
利
用
時
間

や
料
金
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

へ
の
接
続
な
ど
に
つ
い
て
家

庭
内
で
ル
ー
ル
を
決
め
、
無

制
限
に
利
用
さ
せ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

販
売
店
で
は
、
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
の
加
入
に
つ
い
て
な
ど

重
要
な
話
も
あ
る
の
で
、
携

帯
電
話
を
購
入
す
る
際
は
、

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
店
員
の

話
を
き
ち
ん
と
聞
い
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
子
ど
も
に
頼

新入学（園）児を交通事故から守りましょう
4 月は子どもの交通事故の発生が懸念されます

② 2 月末の村の物件事故発生状況
平成 24 年 23 年 前年比2 月中 累計 累計

58 91 48 ＋ 43

① 2 月末の村の人身事故発生状況
平成 24 年 23 年 前年比2 月中 累計 累計

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

4 0 7 4 0 7 5 2 9 -1 -2 -2

毎月６日は、六ヶ所村民交通安全の日
ま
れ
て
も
安
易
に
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
解
除
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
有

害
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
制

限
や
ア
プ
リ
の
利
用
制
限
を

行
う
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ

ト
を
保
護
者
自
身
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
具

体
的
な
設
定
方
法
は
、
販
売

店
で
尋
ね
る
か
携
帯
電
話
事

業
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

新
学
期
に
お
け
る

少
年
の
非
行
や
犯
罪

被
害
を
防
止
し
よ
う

　

村
は
平
成
13
年
か
ら
、
韓

国
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽
郡
と
の
交
流
事
業
で

職
員
の
相
互
派
遣
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

襄ヤ
ン
ヤ
ン陽
郡
職
員
の
チ
ェ
・
デ

ヨ
ン
さ
ん
は
平
成
22
年
４
月

に
来
村
し
、
こ
の
３
月
を
も

っ
て
２
年
間
の
勤
務
を
終
え

ま
し
た
。

　

六
ヶ
所
村
で
の
２
年
間
を

振
り
返
っ
た
、
村
民
の
皆
さ

ん
へ
の
さ
よ
な
ら
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
掲
載
し
ま
す
。

〈
以
下
、
チ
ェ
・
デ
ヨ
ン
さ
ん

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
〉

　

六
ヶ
所
村
の
皆
さ
ま
、
こ

ん
に
ち
は
。
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽
郡
派
遣
職

員
の
チ
ェ
・
デ
ヨ
ン
で
す
。

　

私
が
こ
ち
ら
に
来
て
か
ら

２
年
が
経
ち
ま
し
た
。
月
日

が
経
つ
の
が
こ
ん
な
に
早
い

と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

２
年
間
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
事

が
あ
り
ま
し
た
。
六
ヶ
所
に

来
る
前
の
私
と
今
の
私
は
ぜ

ん
ぜ
ん
違
う
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
私
は
変

わ
り
ま
し
た
。
六
ヶ
所
村
で

の
２
年
間
は
私
の
人
生
に
と

っ
て
本
当
に
大
切
な
時
間
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
は
六
ヶ
所
村
に
来
て
良

か
っ
た
と
い
う
嬉
し
い
感
情

と
も
う
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
悲
し
い
感
情
を

ど
う
や
っ
て
表
現
し
た
ら
良

い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
作
文
が
得
意
で
は
な

い
の
で
す
が
頑
張
っ
て
書
い

て
み
ま
す
。

●
青
森
ね
ぶ
た

　
「
ラ
セ
ラ
、
ラ
セ
ラ
、
ラ

セ
ラ
セ
ラ
セ
ラ
」

　

暑
い
夏
の
夜
、
大
声
を
張

り
上
げ
る
と
道
は
人
々
の
熱

気
で
夏
の
暑
さ
を
無
く
し
ま

す
。
体
は
疲
れ
る
け
ど
心
は

元
気
に
な
り
ま
す
。
ね
ぶ
た

祭
り
が
終
わ
っ
て
も
熱
気
は

残
り
ま
す
。
ラ
セ
ラ
、
ラ
セ

ラ
、
ラ
セ
ラ
セ
ラ
セ
ラ
。
今

も
聞
こ
え
ま
す
。
今
も
笑
顔

が
見
え
ま
す
。

●
異
文
化
交
流
フ
ェ
ア

　
「
今
か
ら
２
０
１
２
年
六

ヶ
所
村
異
文
化
交
流
フ
ェ
ア

を
始
め
ま
す
」。
今
年
も
12

カ
国
の
人
た
ち
が
集
ま
り
ま

し
た
。
各
国
の
文
化
は
違
う

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
人
は

間
違
い
な
く
全
く
同
じ
で
し

た
。
人
々
の
笑
顔
は
全
く
同

じ
で
し
た
。
あ
な
た
と
私
は

同
じ
で
す
。

　
●
綱
引
き

　
「
せ
ー
の
!! 

せ
ー
の

!!!
」　

力
を
合
わ
せ
て

入
れ
た
い
の
で
す
が
、

綱
を
持
っ
て
る
腕
に
は

力
が
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

力
を
抜
い
て
楽
に
な
り
た

い
で
す
。
苦
し
い
時
間
は
な

か
な
か
終
わ
り
ま
せ
ん
。
諦

め
た
い
で
す
。
綱
を
引
っ
張

っ
て
い
る
時
皆
同
じ
こ
と
を

考
え
て
る
と
思
い
ま
す
。
け

れ
ど
、
誰
も
諦
め
な
い
。「
せ

ー
の
！ 

せ
ー
の
!!
」
ど
ん
ど

ん
声
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

●
朝
市
の
ロ
ケ

　

早
朝
の
風
が
快
い
で
す
。

　

ま
だ
暗
い
空
の
代
わ
り
に

６
０
０
Ｗ
の
電
気
の
明
か
り

が
忙
し
く
働
く
人
た
ち
を
暖

め
て
い
ま
す
。
今
日
も
朝
市

は
忙
し
い
で
す
。

　
「
こ
れ
は
い
く
ら
で
す

か
？
」「
お
い
し
そ
う
で
す

ね
…
」
明
る
く
な
る
ま
で
忙

し
い
で
す
。

　

今
日
の
売
り
上
げ
が
い
く

ら
か
楽
し
み
で
す
。
村
の
朝

市
は
小
さ
い
け
ど
と
っ
て
も

忙
し
い
で
す
。

　

外
で
は
雪
が
降
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
格
別
に
雪
が
多

い
で
す
。
私
は
６
年
前
川
端

康
成
の
『
雪
国
』
を
読
み
ま

し
た
。
そ
の
時
は
本
の
内
容

を
よ
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き

「さよなら 六ヶ所村」
韓国襄

ヤンヤン

陽郡派遣職員チェ・デヨンさんが帰国

ま
せ
ん
で
し
た
。
読
ん
で
も

風
景
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。

や
っ
ぱ
り
文
化
を
知
っ
て
い

る
だ
け
と
文
化
を
理
解
す
る

こ
と
は
違
う
な
と
思
い
ま
し

た
。
今
も
う
一
度
『
雪
国
』

を
読
ん
で
み
た
い
で
す
。
た

ぶ
ん
、
私
は
雪
国
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
今
の
私
は
雪
国
の
思
い

出
を
も
っ
て
い
ま
す
。
雪
を

見
て
い
る
と
自
然
に
六
ヶ
所

の
風
景
を
思
い
出
す
と
思
い

ま
す
。

　

六
ヶ
所
村
の
皆
さ
ま
、
お

元
気
で
…　

本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

チェ・デヨンさん

㊤六ヶ所村テレ
ビ で 朝 市 を リ
ポ ー ト し た り、
㊧襄陽郡と六ヶ
所の高校生たち
と青森ねぶたを
楽 し ん だ り と、
充実した２年間
でした

交
番
だ
よ
り

医
療

健
康

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

医
療

健
康

国
際
交
流
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日
々
忙
し
く
暮
ら
し
て
い

る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
健
康

は
な
か
な
か
意
識
さ
れ
に
く

い
も
の
で
す
。

　

そ
の
健
康
を
意
識
す
る
機

会
が
健
診
で
す
。

　
『
平
成
24
年
度
各
種
健
診

申
し
込
み
案
内
』
を
５
月
号

広
報
と
一
緒
に
配
布
し
ま

す
。

受けよう健診！　貯めよう健康貯金
24 年度も健診を家族みんなで受けましょう

　

さ
ぁ
、
家
族
み
ん
な
で

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

本
年
度
、
健
診
案
内
は

各
家
庭
に
郵
送
さ
れ
ま
せ

ん
。
広
報
と
一
緒
に
配
布

さ
れ
る
チ
ラ
シ
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

問
健
康
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
７
９
４

健
康
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ

ー
の
配
布
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
25
年

３
月
ま
で
に
開
催
さ
れ
る
保

健
事
業
な
ど
が
掲
載
さ
れ
た

カ
レ
ン
ダ
ー
を
３
月
に
配
布

し
ま
し
た
。

　

４
月
上
旬
に
な
っ
て
も
配

布
さ
れ
な
い
人
は
、
各
地
区

公
民
館
や
支
所
、
役
場
健
康

課
窓
口
に
あ
り
ま
す
の
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
助
成
金
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
費
用
の
払
い
戻
し
手
続
き

が
必
要
な
医
療
機
関
で
接
種

し
た
人
は
、
予
防
接
種
助
成

金
の
申
請
期
限
が
４
月
10
日

火
と
な
っ
て
い
ま
す
。
忘
れ

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
物　

領
収
書
、
接
種
済
証
、
印
鑑
、

通
帳

ん
と
か
六
ヶ
所
村
の
尾
駮
診

療
所
の
名
前
を
周
知
し
て
医

師
確
保
の
Ｐ
Ｒ
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
の
に
…

　

売
名
行
為
で
肝
心
の
名
前

の
読
み
方
が
分
か
ら
な
い
と

は
。

❸
実
在
の
患
者
さ
ん
で
す
か

　

基
本
的
に
は
本
当
の
患
者

さ
ん
や
人
物
を
元
に
し
て
い

ま
す
が
、
個
人
名
が

特
定
さ
れ
な
い
よ
う

に
（
弘
前
大
学
の
Ｋ

教
授
は
例
外
）
少
し

ず
つ
改
編
し
て
い
ま

す
。

　

そ
れ
で
も
狭
い
村

で
の
こ
と
な
の
で
、
関
係
し

て
い
る
方
に
は
察
し
が
つ
く

と
思
い
ま
す
。
も
し
な
に
か

不
都
合
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご

容
赦
く
だ
さ
い
。

❹
記
事
の
内
容
に
つ
い
て

　

診
療
所
の
一
日
に
起
こ
る

こ
と
を
10
回
に
分
け
て
書
き

ま
し
た
。
最
先
端
の
医
療
機

器
や
研
究
で
は
語
れ
な
い
日

常
の
地
域
医
療
を
知
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の

診療所便り
" 診療所の窓から″顛末記

　

皆
さ
ま
、
お
久
し
ぶ
り
で

す
。
お
元
気
で
し
た
か
？

　

診
療
所
便
り
の
執
筆
を
ス

タ
ッ
フ
で
順
に
担
当
す
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
し
ば
ら
く

ぶ
り
の
お
便
り
に
な
り
ま
し

た
。

　

実
は
そ
の
間
、
東
奥
日
報

の
夕
刊
に
週
１
回
の
ペ
ー
ス

で
エ
ッ
セ
イ
み
た
い
な
も
の

（″
診
療
所
の
窓
か
ら″
）
を

連
載
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

い
き
さ
つ
や
そ
の
内
容
に

つ
い
て
ご
質
問
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
し
た
の
で
、
今
回

そ
れ
に
ま
つ
わ
る
お
話
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
興
味
の

な
い
方
に
は
大
変
申
し
訳
な

い
で
す
。

❶
な
ぜ
始
ま
っ
た
の
か

　

こ
れ
は
あ
る
日
突
然
、
新

聞
社
か
ら
依
頼
の
電
話
が
あ

り
ま
し
た
。
医
療
エ
ッ
セ
イ

の
連
載
が
す
で
に
始
ま
っ
て

お
り
、
そ
の
第
二
弾
と
の
こ

と
で
し
た
（
前
任
は
青
森
県

立
中
央
病
院
の
先
生
）。

　

以
前
、
地
域
医
療
に
関
す

る
記
事
を
掲
載
し
て
い
た
だ

い
た
の
が
遠
因
だ
っ
た
の
か

と
思
い
ま
し
た
が
、
人
選
に

関
し
て
は
な
ん
だ
か
よ
く
分

か
ら
な
い
ま
ま
、
さ
ら
に
内

容
は
な
ん
で
も
良
い
と
い
う

話
で
し
た
。

　

文
字
数
と
写
真
掲
載
の
取

り
決
め
が
あ
る
だ
け
で
原
稿

料
も
不
明
の
ま
ま
引
き
受
け

ま
し
た
（
後
日
一
回
分
５
千

円
と
判
明
。
全
て
後
輩
と
の

飲
み
会
に
消
え
ま
し
た
）。

❷
売
名
行
為
で
は
な
い
か

　

実
は
そ
う
で
し
た
。
売
名

と
い
っ
て
も
六
ヶ
所
村
の
尾

駮
診
療
所
の
名
前
を
広
め
る

た
め
で
し
た
が
、
嗚
呼
な
ん

た
る
こ
と
か
、
毎
回
の
記
事

に
ル
ビ
を
振
っ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
に
先
日
気
が
つ
き
が

っ
か
り
し
ま
し
た
。尾
駮（
オ

ブ
チ
）
―
こ
れ
は
普
通
読
め

な
い
で
し
ょ
う
。
大
抵
は″

オ
ザ
メ″
で
し
ょ
う
か
。
な

尾駮診療所　所長

松岡 史彦

中
の
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

①
救
急
医
療
の
こ
と

　

こ
こ
で
は
末
端
の
医
療
施

設
で
時
間
外
に
対
応
す
る
こ

と
の
難
し
さ
を
提
示
し
ま
し

た
。
ま
た
医
師
不
足
が
救
急

医
療
の
崩
壊
の
も
と
に
あ
る

こ
と
、
さ
ら
に
少
人
数
で
行

う
地
域
医
療
の
困
難
さ
が
医

師
の
間
で
さ
え
理
解
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
の
苦
し
さ
や
切

な
さ
を
書
い
て
い
ま
す
。

②
認
知
症
の
こ
と

　

認
知
機
能
が
低
下
す
る
こ

と
は
気
が
狂
う
こ
と
と
は
違

う
こ
と
を
書
き
ま
し
た
。
以

前
と
違
う
行
動
や
言
動
は
、

記
憶
と
判
断
能
力
の
低
下
を

補
う
た
め
の
ぎ
り
ぎ
り
の
努

力
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
地
獄

の
よ
う
な
不
安
や
苦
し
み
か

ら
救
い
出
せ
る
の
は
周
囲
の

人
の
理
解
と
共
感
で
あ
る
こ

と
を
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

③
最
新
の
検
査
機
器
（
Ｍ
Ｒ

Ｉ
）

　

こ
の
回
で
は
イ
モ
ア
ラ

イ
（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）
と
聞
こ
え
た

外
来
で
の
お
話
を
も
と
に
し

て
、
検
査
至
上
主
義
が
医
療

に
も
た
ら
す
影
響
を
述
べ
ま

し
た
。
医
療
費
の
無
駄
遣
い

の
こ
と
、
科
学
的
な
よ
う
で

全
く
科
学
的
な
判
断
に
用
い

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
。

④
メ
タ
ボ
健
診
の
こ
と

　

病
気
に
な
ら
な
い
た
め
の

健
診
（
メ
タ
ボ
健
診
も
そ
の

１
つ
）
が
現
実
を
変
え
る
こ

と
の
難
し
さ
に
つ
い
て
書
き

ま
し
た
。
同
時
に
外
来
で
よ

く
見
か
け
る
糖
尿
病
の
方
の

食
事
制
限
も
同
じ
よ
う
な
問

題
を
抱
え
て
い
る
の
で
す
が
、

そ
の
人
の
人
生
へ
の
敬
意
が

ま
ず
大
前
提
に
違
い
な
い
と

い
う
お
話
を
し
ま
し
た
。

❺
最
後
に

　

こ
の
20
年
間
、
医
師
と
し

て
の
自
分
を
我
慢
し
つ
つ
育

て
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

新
し
い
診
療
所
構
想
が
動

き
始
め
ま
し
た
。
保
健
医
療

福
祉
の
統
合
と
次
世
代
育

成
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
テ
ー
マ
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

会場名
複合健診 婦人健診

月日（受付時間） 月日（受付時間）

千歳平体育館
8月 20 日月、21 日火（午
前 7時 45分～ 9時）

7月 30 日月、31 日火（午
前 11 時 45 分～午後 1 時
15分）

文化交流プラザ
「スワニー」

8 月 7 日火、8 日水、9 日
木（正午～午後 1時 15分）

泊地区ふれあい
センター

9月 20 日木、21 日金（午
前 7時 45分～ 9時）

8月 27 日月、28 日火（正
午～午後 1時 15分）

老人福祉センター
9月 12 日水、13 日木、14
日金（午前7時45分～9時）

9月 10 日月、11 日火（正
午～午後 1時 15分）

保健相談センター
10 月 10 日 水、11 日 木、
12 日金、13 日土（午前 7
時 45分～ 9時）

10月 22日月（午後 5時～
6時）

▼ 24 年度健診日程・会場

■申込先　健康課　☎ 0175（72）2794

交
番
だ
よ
り

医
療

健
康

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

医
療

健
康

国
際
交
流

貧血予防は食事から！

スリムリラックスヨガ教室

リラックスヨガで、スリムになろう！

■実施日　4 月 25 日水
■時間　午前 9 時 30 分～午後 1 時
■場所　保健相談センター
■テーマ　貧血予防の食事 
■持ち物　エプロン、米 1 合
■申込期限　4 月 20 日金

■ 実 施 日　5 月 9 日水・23 日水、6
月 6 日水・20 日水、7 月 4 日水・18
日水
■時間　午前 10 時～ 11 時
■場所　文化交流プラザ「スワニー
■内容　スリムリラックスヨガ
■持ち物　タオル、飲み物
■申込期限　5 月 2 日水
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第
20
回
青
森
県
民
駅
伝
競
走

大
会
（
９
月
２
日
開
催
）
へ
出

場
す
る
、
六
ヶ
所
村
チ
ー
ム
の

選
手
を
募
集
し
ま
す
。

選
考
会
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
選
考
会
日
時

○
１
回
目　

５
月
17
日
木
午
後

６
時
30
分
ス
タ
ー
ト

○
２
回
目　

６
月
６
日
水
午
後

６
時
30
分
ス
タ
ー
ト

■
場
所　

大
石
総
合
運
動
公
園

陸
上
競
技
場

■
選
考
距
離

男
子　

３
千
㍍
（
一
般
・
高
校
・

中
学
）

女
子　

２
千
㍍
（
一
般
・
高
校
・

中
学
）

■
申
込
期
限

○
１
回
目　

５
月
14
日
月

○
２
回
目　

６
月
１
日
金

■
申
込
先　

六
ヶ
所
村
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
５
１
４
）

℻
０
１
７
５
（
72
）
２
２
４
６

　

村
は
、
下
水
道
の
整
備
を
進

め
て
お
り
、
平
成
24
年
４
月
か

ら
倉
内
地
区
の
大
部
分
で
下
水

道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

■
下
水
道
を
利
用
し
て
環
境
保

全
を

　

下
水
道
は
、
ト
イ
レ
の
水
洗

化
と
い
っ
た
快
適
な
生
活
を
も

た
ら
す
ほ
か
、
汚
し
て
し
ま
っ

た
水
を
き
れ
い
に
し
て
川
や
海

へ
戻
す
役
割
も
も
っ
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
を
利
用
し
な
い
と
、

汚
水
を
そ
の
ま
ま
流
し
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
、
環
境
へ
多
大

な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

一
日
も
早
く
、
下
水
道
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

■
排
水
設
備
工
事

　

下
水
道
が
供
用
開
始
さ
れ
る

と
、
下
水
道
を
利
用
す
る
た
め

の
「
排
水
設
備
工
事
」
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
各
自

が
行
う
工
事
と
な
り
ま
す
の

で
、
指
定
排
水
設
備
工
事
業
者

へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

■
助
成
・
貸
付
制
度

　

村
は
、
排
水
設
備
工
事
の
負

担
軽
減
の
た
め
の
助
成
金
制
度

や
貸
付
金
制
度
を
用
意
し
て
い

ま
す
。利
用
を
希
望
す
る
人
は
、

指
定
排
水
設
備
工
事
業
者
へ
伝

え
て
く
だ
さ
い
。（
制
度
の
利

用
は
、
助
成
金
か
貸
付
金
の
い

ず
れ
か
の
選
択
と
な
り
ま
す
）

問
上
下
水
道
課　

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
７
１
～
１
７
７
）

　

六
ヶ
所
プ
ロ
バ
ス
ク
ラ
ブ（
金

澤
光
秀
会
長
）
は
、
カ
ラ
オ
ケ

愛
好
会
を
組
織
し
ま
し
た
。

　

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
み
た
い
村

民
の
皆
さ
ん
は
事
務
局
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
事
務
局

（
だ
る
ま
や
食
の
駅　

担
当
：

佐
々
木
）

☎
０
１
７
５
（
71
）
０
１
３
４

　

平
成
24
年
度
採
用
の
公
立
野

辺
地
病
院
理
学
療
法
士
採
用
試

験
を
行
い
ま
す
の
で
、
受
験
を

希
望
す
る
人
は
左
記
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
職
種　

理
学
療
法
士

■
採
用
予
定
人
員　

１
人

■
受
験
資
格　

資
格
を
有
す
る

人
お
よ
び
24
年
３
月
ま
で
に
資

格
取
得
見
込
み
の
人

■
試
験
の
種
類　

小
論
文
・
面

接■
試
験
日　

詳
し
く
は
応
募
者

全
員
に
文
書
で
通
知

■
応
募
方
法
な
ど

❶
左
記
の
書
類
を
公
立
野
辺
地

病
院
総
務
企
画
グ
ル
ー
プ
ま
で

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い① 

自
筆
履
歴
書
（
上
半
身
脱

帽
写
真
添
付
・
市
販
用
紙
可
）

�

１
通

② 

理
学
療
法
士
免
許
証
の
写

し
、
成
績
証
明
書
・
卒
業
証
明

書
ま
た
は
卒
業
見
込
証
明
書
、

健
康
診
断
書
（
官
公
立
医
療
機

関
の
も
の
）�

各
１
通

❷
応
募
期
限　

４
月
27
日
金
必

着■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
０
３
９
―
３
１
４
１　

野
辺

地
町
字
鳴
沢
９
ノ
12

北
部
上
北
広
域
事
務
組
合　

公

立
野
辺
地
病
院
事
務
局

☎
０
１
７
５
（
64
）
３
２
１
１

（
内
線
５
１
２
）

　
尾
駮
診
療
所
の
受
付
時
間
を

４
月
か
ら
左
記
の
と
お
り
変
更

し
ま
す
。

○
変
更
前　

午
前
８
時
30
分
～

11
時

○
変
更
後　

午
前
８
時
～
11
時

（
午
前
７
時
～
８
時
に
来
所
し

た
人
は
受
け
付
け
に
あ
る
番
号

札
を
お
取
り
く
だ
さ
い
）

六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/

　

な
お
、
午
前
中
に
午
後
の
診

察
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん

（
正
午
～
午
後
１
時
30
分
も
同

様
に
番
号
札
を
お
取
り
く
だ
さ

い
）。午

後
の
受
け
付
け
は
従
来

ど
お
り
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分
で
す
。
午
後
３
時
30
分
以

降
の
受
け
付
け
は
時
間
外
対
応

に
な
り
、
薬
は
１
日
分
だ
け
の

処
方
に
な
り
ま
す
。

午
後
の
診
察
の
受
付
後
に

外
出
す
る
人
は
、
午
後
４
時
ま

で
に
来
所
し
、
診
察
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
午
後

４
時
過
ぎ
て
の
来
所
は
、
時
間

外
対
応
に
な
り
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
尾
駮
診
療
所

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
７
９
１

　
３
月
に
村
内
全
世
帯
に
配
布

し
た
『
平
成
24
年
度
家
庭
ご
み

収
集
日
程
表
』
に
４
月
31
日
の

枠
が
誤
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
枠
を
訂
正
（
削
除
）
し
て

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
に
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。

県
民
駅
伝
六
ヶ
所
村
チ

ー
ム
選
手
を
募
集

倉
内
地
区
で

下
水
道
の
供
用
開
始堂

どうまえ

前　龍
りゅうや

弥（嘉男）千樽

野
のざわ

沢　　夢
ゆめ

（学）　　尾駮レイクタウン

中
なかむら

村　颯
ふうか

花（和志）泊

髙
たかむら

村　真
まこ

瑚（博尚）おいらせ町

髙
たかむら

村　莉
りこ

瑚（博尚）おいらせ町

久
くぼ

保　玲
れお

凰（優太）戸鎖

吉
よしだ

田　樹
たつき

生（和樹）尾駮浜

水
みと

戸　康
こうき

城（忠彦）泊

奥
おくやま

山　悠
ゆうご

悟（順平）尾駮レイクタウン

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名

お悔やみ申し上げます
伊藤　次郎　83 才（庄内）

相内　あき　83 才（千歳平）

清水　キヨ　83 才（尾駮）

大山ハナ子　71 才（泊）

浜飯ときの　92 才（泊）

沼尾　リト　89 才（千歳平）

2 月届け出分。届け出時に、本誌への掲
載を希望した人だけ載せています。
問住民課　☎ 0175-72-2111（内線 117）

戸籍の窓

Information Square
問
福
祉
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
３
８
）

■
運
動
の
目
的

　

広
く
県
民
に
交
通
安
全
思
想

の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通

ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通

マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
る

と
と
も
に
、
県
民
自
身
に
よ
る

道
路
交
通
環
境
の
改
善
に
向
け

た
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。	

■
運
動
期
間

４
月
６
日
金
か
ら
４
月
15
日
日

ま
で
の
10
日
間

■
運
動
の
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

（
特
に
、
自
転
車
安
全
利
用
五

則
の
周
知
徹
底
）

③
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指

す
日�

４
月
10
日
火

　

昭
和
43
年
以
降
、
全
国
で
交

通
死
亡
事
故
が
な
か
っ
た
日
は

あ
り
ま
せ
ん
。
県
民
総
ぐ
る
み

で
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

　

運
転
者
は
、
速
度
を
控
え
目

に
し
、
子
ど
も
や
高
齢
者
に
対

す
る
思
い
や
り
運
転
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　

歩
行
者
は
、
横
断
時
の
安
全

確
認
の
徹
底
や
、
反
射
材
を
活

用
し
て
交
通
事
故
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

『
家
庭
ご
み
収
集
日
程

表
』
訂
正
の
お
願
い

ご結婚おめでとう
船場　晃平（東通村）

金津　里紗（平内町）

小川　恵一（十和田市）

三角沙緒莉（泊）

山田　忠博（泊）

橋本　理亜（尾駮）

カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

会
員
募
集

公
立
野
辺
地
病
院

理
学
療
法
士
募
集

尾
駮
診
療
所

受
付
時
間
変
更
の
お
知

ら
せ
と
お
願
い

平
成
24
年
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動

　2月の農業委員会総会が 2月 21 日、役場分庁舎 3階大会議室で開催され、
下記案件が原案どおり議決・承認されました。
■報告第 1 号　農地の転用事実に関する照会について� 1 件 1,720㎡
■報告第 2 号　贈与税納税猶予及び不動産取得税徴収猶予に関する証明 ( 農
業経営 ) について
■議案第 5 号　農地法第 3条の規定による許可申請について

5件 57,694.11㎡
■議案第 6 号　農用地利用集積計画（案）について� 5 件 41,377㎡
※総会の傍聴・会議録の縦覧ができます。なお、農地法第 3条許可申請についての記載例

などは窓口にあります。次回の総会は、4月 20 日金に開催予定です。

農業者年金加入について

　農業者の皆さんが加入している国民年金の支給額は、40 年加入で月額約
65,700 円、夫婦あわせて月額約 131,400 円であり、老後は国民年金だけで
は十分とはいえず、老後の生活費は自分で準備する必要があります。
　サラリーマンは国民年金（基礎年金）の上乗せ年金として厚生年金や共済
年金を受け取っていますが、専業農家の人は国民年金だけの受給となります。
　安心で豊かな老後を迎えるためにも、農業者年金への加入はいかがでしょ
うか。
■加入の条件
 ・60 歳未満で年間 60 日以上農業従事していること
 ・国民年金第 1 号被保険者であること
＊農地の権利名義をもたない女性や後継者も加入できます。
＊加入時は、付加年金の加入も必要となります。（月額 400 円）

問農業委員会事務局　☎ 0175（72）2111

農業委員会だより

六ヶ所村の人口
（2 月 29 日現在）

区分 人口 前月比
男 5,905 ＋ 1
女 5,208 － 10
計 11,113 － 9

世帯数 4,548 ＋ 1
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地上デジタル 11ch「ロック TV」

4 月の番組表

六ヶ所村テレビ（仮称）が、４月から

に！

六ヶ所村民図書館新刊案内
 問 0175(72)3405

http://www.rokkasho-tosho.jp/

図書館からのおすすめ本を紹介します。
新刊は下記のほか、毎週入庫しています。

日・曜 行事名 時　間 場　所

1 日

2 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

3 火

4 水

5 木

6 金
カンガルー教室 9：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

7 土

8 日

9 月
スワニー・郷土館・図書館休館日

村内小・中・高入学式

10 火
7 カ月児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター

1歳 6カ月児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

11 水

12 木
1 歳児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター

4カ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター

13 金
カンガルー教室 9：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

14 土

15 日

16 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

17 火 予防接種〈ポリオ〉 受付 12:45 ～ 13:15 保健相談センター

18 水

19 木 予防接種〈ポリオ〉 受付 12:45 ～ 13:15 保健相談センター

20 金
カンガルー教室 9：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

21 土

22 日

23 月
スワニー・郷土館・図書館休館日

５歳児発達相談 受付 13:15 ～ 13:30 保健相談センター

24 火
ワッ歯ッ歯ッ！むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保健相談センター

３歳児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

25 水 栄養教室 9：30 ～ 13：00 保健相談センター

26 木
カンガルー教室〈親子ビクス〉 9：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場〈ベビーマッサージ〉 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

27 金

28 土

29 日

30 月

 村のスケジュール4 月

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記

「食は生命なり」という理念のもと、「食べるこ
と」と「健康」の関わりだけを追求してきた女
子栄養大学の学食レシピを大公開。たくさん食
べても安心＆キレイになれる定番メニューが
満載です。見てすぐ使える４群食材表付き。

女子栄養大学の
カフェテリア

小笠原 章子 著

なぜ子孫を残す役目を終えたら、「がん死」が
お勧めなのか。最後まで点滴注射も酸素吸入も
いっさいしない数百例の「自然死」を見届けて
きた医師が、自分の死に時を自分で決めること
を提案する。

大往生したけりゃ
医療とかかわるな

坂本 仁一 著

どんな和食もおいしくつくれるだしのとり方
を写真でわかりやすく説明。毎日のみそ汁か
ら野菜の煮もの、おもてなしや特別の日に作
りたい炊き込みごはんや鍋ものまで、だしを
使ったさまざまな料理も紹介します。

引頭佐知さんの
だしとり教室

引頭 佐知 著

お誕生日のプレゼントにねこのえびおがも
らった特別なうきわ。満月の夜、穴のところ
に体を通して空気を入れると、まるで月に引
き寄せられるようにふわりと浮き上がって…。
えびおの忘れられない、不思議な体験を描く。

うきわねこ

牧野 千恵 絵

４月の異動で広報担当を離れることになりました。取材ではたくさんの人に本当にお世話になりました。深く深く感謝しています○広報紙作成に
あたっては、”つなぐ ”をキーワードに取り組んできました。行政と住民の皆さんを、そして住民の皆さん同士を。情報を共有し、つながること
で信頼関係や新しい力が生まれることを願いながら○環境、風土、食べ物、歴史、そして人。取材を通して、村にはたくさんのすばらしい素材が
あることを知りました。皆さんの熱い思いからパワーをいただいたこと、数々の取材でお聞きした話は私の財産となりました○５月号からは新
しい担当となります。不慣れな点もあると思いますが、温かく見守っていただければ幸いです。″新米″広報担当と広報ろっかしょ、そしてロック
TVもよろしくお願いします（円子）●3月 11日に村内で津波避難訓練が行われました。皆さんの胸には昨年の大震災が深く刻まれていることで
しょう。非常用品の準備、避難先を確認、行政の情報に耳を傾けるなど、分かっていてもしていなかったことが実践されるようになり、日ごろの
防災意識がより高まっているように思います。それぞれの真剣に取り組む姿を見て、皆の心がつながっている気がしました（須藤）

　昨年７月に試験放送を開始した六ヶ所村テレビ（仮
称）は、名称を『六ヶ所コミュニケーションテレビ

（ロック TV）』に変え、４月から本格放送となります。
ロック TV は、村民の皆さんとのコミュニケーショ
ンをこれからも大切にしながら、制作に取り組んで
いきます。
　なお、4 月 1 日は 10 時から放送を開始し、特別の
番組枠で放送します。2 日からは左記のとおり番組
を放送します。
　ぜひ、地デジ 11ch「ロック TV」をご覧ください。
＊番組表はデジタル放送の番組表（EPG）でも見ることができます

■番組内容
❶広報ろっかしょ　4 月
　各種情報、戸籍の窓、村のスケジュール（行事予定）、
ごみの収集日程などを文字放送でお知らせします。

❷まだ新米カメラマンどこへ行く !? 
　担当 2 年目になっても″まだ新米カメラマン″が取
材・編集した、村のトピックス（話題）をお届けします。
　13th は ① Rokkasho Rock Festival four!（3 月 10
日収録）、②国際核融合エネルギー研究センタースパ
コン運用開始式（3 月 19 日収録）、③千歳平小卒業
式（3 月 22 日収録）、④笹崎開墾 100 周年記念碑除
幕式（3 月 25 日収録）を放送します。
　14th は①六ヶ所室内サッカーナイターリーグ（3
月 30 日収録予定）、②千歳平保育所入所式（4 月 2
日収録予定）、③倉内小・第一中入学式（4 月 9 日収
録予定）などを予定しています。

❸ア・ラ・カルト BOX
　下記の番組の中から１番組（30 分）ずつ放送しま
す。
　①ふるさとの風景～春・夏～
　②ろっかしょ味めぐり（第１回：キバガレイ鍋、
長いもすいとん鍋）
　③ 2011 たのしむべ！フェスティバル
　④六人〈ろくびと〉（第１回：古川健治村長）

❹新しい青森を発見 ! 徳光＆小森のたび川柳
　タレントの徳光和夫さんと小森純さんが、「環境に
やさしいエコ観光」をテーマに、電気自動車で上
北・下北地域を巡る旅番組です。

❺真澄の夢～六ヶ所歌紀行～
　江戸時代の旅行家菅江真澄が詠んだ歌と、六ヶ所
村の情景。平成 6 年度制作。

❻青森県環境放射線モニタリング
　空間放射線量率などをリアルタイムで表示します。  

問情報政策課　☎ 0175（72）2111（内線 155）

時　間 放　送　番　組

6 時

00 広報ろっかしょ 4 月❶
15 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
30 ア ･ ラ ･ カルト BOX ❸　①ふるさとの風景

7 時

00 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
15 広報ろっかしょ 4 月❶
30

ロックＴＶからのお知らせ
青森県環境放射線モニタリング❻8 時 00

9 時 00

10 時

00 広報ろっかしょ 4 月❶
15 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
30 ア ･ ラ ･ カルト BOX ❸　②ろっかしょ味めぐり

11 時 00 新しい青森を発見！　徳光＆小森のたび川柳❹

12 時

00 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
15 広報ろっかしょ 4 月❶
30 ロックＴＶからのお知らせ・青森県環境放射線モニタリング❻

13 時

00 広報ろっかしょ 4 月❶
15 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
30 ア ･ ラ ･ カルト BOX ❸　③ 2011 たのしむべ！フェスティバル

14 時

00 真澄の夢～六ヶ所歌紀行～❺
30 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
45 広報ろっかしょ 4 月❶

15 時 00 ロックＴＶからのお知らせ・青森県環境放射線モニタリング❻

16 時

00 広報ろっかしょ 4 月❶
15 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
30 ア ･ ラ ･ カルト BOX ❸　④六人〈ろくびと〉

17 時

00 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
15 広報ろっかしょ 4 月❶
30

ロックＴＶからのお知らせ
青森県環境放射線モニタリング❻18 時 00

19 時 00

20 時

00 広報ろっかしょ 4 月❶
15 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
30

新しい青森を発見！　徳光＆小森のたび川柳❹
21 時

00
30 真澄の夢～六ヶ所歌紀行～❺

22 時

00 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
15 広報ろっかしょ 4 月❶
30 ロックＴＶからのお知らせ・青森県環境放射線モニタリング❻

23 時

00 広報ろっかしょ 4 月❶
15 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
30 広報ろっかしょ 4 月❶
45

ロックＴＶからのお知らせ
青森県環境放射線モニタリング❻

0 時
I

６時
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今
年
も
６
バ
ン
ド
が
個
性
豊
か
な
ス
テ
ー

ジ
を
披
露
し
、
観
客
を
魅
了
し
た
。

　

３
月
10
日
、
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
「
ス
ワ

ニ
ー
」
で
『
Ｒ
ｏ
ｋ
ｋ
ａ
ｓ
ｈ
ｏ　

Ｒ
ｏ
ｃ

ｋ
Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｌ　

Ｆ
ｏ
ｕ
ｒ
！
』
が

開
か
れ
た
。

　

今
年
の
出
演
バ
ン
ド
は
「
サ
ニ
タ
リ
・
エ

ン
ジ
ニ
ア
（
Ｂ
Ｌ
〈
バ
ン
ド
リ
ー
ダ
ー
〉：

古
田
孝
之
）」、「
Ｅ
―
Ｒ
ｏ
ｃ
ｋ′
ｓ
（
Ｂ
Ｌ
：

加
藤
和
将
」、「
ニ
コ
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド（
Ｂ
Ｌ
：

円
子
雄
斗
）」、「
Ｒ
Ｏ
Ｈ
Ｓ
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

（
Ｂ
Ｌ
：
三
浦
ち
え
）」、「
Ｉ
ｖ
ｏ
ｒ
ｙ
（
Ｂ

Ｌ
：
貝
塚
ま
ど
か
）」、Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
趣
～
ｓ
（
Ｂ

Ｌ
：
根
路
目
尚
人
）」
の
６
組
。
こ
の
う
ち

ニ
コ
ロ
ビ
ン
―
、
Ｒ
Ｏ
Ｈ
Ｓ
―
、
Ｉ
ｖ
ｏ
ｒ

ｙ
の
３
組
が
初
出
演
な
が
ら
、
華
や
か
に
ス

テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
サ
ニ
タ
リ
―
は
Ｇ
Ｕ
Ｎ

Ｓ 

Ｎ′ 

Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｓ
の
ナ
ン
バ
ー
を
迫
力

十
分
に
披
露
し
た
。
観
客
を
引
き
込
む
Ｍ
Ｃ

や
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
レ
ベ
ル
が

高
か
っ
た
Ｅ
―
Ｒ
ｏ
ｃ
ｋ′
ｓ
は
、
こ
れ
が

解
散
前
の
最
後
の
ス
テ
ー
ジ
。
Ｘ
の
紅

く
れ
な
いな
ど

ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
の
曲
を
息
の
合
っ
た
演
奏
で

聴
か
せ
た
。

　

ト
リ
を
務
め
た
の
は
、Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
趣
～
ｓ
。

曲
目
ご
と
に
ボ
ー
カ
ル
が
入
れ
替
わ
り
、
多

彩
な
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
観
客
を
飽
き
さ
せ

な
い
。
安
定
し
た
音
と
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の

曲
に
、
会
場
か
ら
声
援
や
拍
手
が
お
く
ら
れ

て
い
た
。

（
Ｒ
ｏ
ｃ
ｋ
Ｆ
ｅ
ｓ
の
ス
テ
ー
ジ
は
、
ロ
ッ
ク
Ｔ
Ｖ

４
月
１
日
～
15
日
放
送
の
「
ま
だ
新
米
カ
メ
ラ
マ

ン 

ど
こ
へ
行
く
!?
」
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
）

　オープニングは今年も「サニタリ・エンジニア」　　ROHS（六ヶ所高）ブラ
スバンドはジャズナンバーを中心に　　　　「E-Rock's」はステージパフォーマ
ンスでも観客を魅了。解散前の最後のステージとなった　　  ママさんバンド
「Ivory」は、竹内まりやや ZARDの曲を聴かせた　　　「ROCK 趣～ｓ」のギター、
ベースは安定した演奏でボーカルを支えた　　　六ヶ所高２年生のバンド「ニ
コロビン・フッド」は初出場。初々しいMCに会場から温かい拍手が　　　ア
ンルイスの六本木心中を披露した「ROCK 趣～ｓ」。観客の手拍子も自然に
　　ラストは全員で吉田拓郎の「全部抱きしめて」を歌った

1. 2.
3.9.

4.
5.

6.
7.

8.
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3２

春まだ浅い、尾駮沼のほとり。
のんびりやさんのカモシカが、のどかに散歩。
好奇心旺盛な彼らに会うと、じっと視線を向けてくれます。
黙して動かず、堂々とした風格は、まさに『森の哲学者』。
春の人里では、その凛々しい姿がよく見かけられています。

伝えたい、六ヶ所の風景。
早春の沼を渡る

1_ニホンカモシカは、特別天然記念物。ウシ科では最も原始的な形質をも
つ。体色は灰黒色、体重は成獣で50kgほどになる。オス・メスともに黒色で
15cm ほどの似た角をもつ。草木が芽吹き始める春に人里で見かけることが多
い　2_漁師だと気を許せるのか、近くを堂々と歩いている　3_ふと立ち止ま
り、レンズ越しに目が合った瞬間（写真提供：一戸一晃さん〈㈶環境科学技
術研究所〉）




